
臨床の科学をめざす
研究者としてのスキルは、博士論文の執筆によって磨かれます。そのために見極めるべきことの１つはオリジナリティです。研究
者あるいは実践者としての自分の中にある切実な何か、表現ないし究明せずにはいられないテーマを、どんな順序で、どう絞り込
み、どのような方法で探求するのか。研究の結果だけではなく、プロセスにもその人らしさは宿ります。博士後期課程の使命は、切
実さの核であり、研究者や利用者の実存性をかたちづくっている感性や実感を、博士論文というかたちで結実させ、分かちあい、継
承していくお手伝いをすることだと考えています。
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ソーシャルワーカーの仕事を社会に発信していきたい
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修了生メッセージ

　私は、医療ソーシャルワーカーとして勤務し、その後スクールソーシャルワーカーとして働いていました。実践を続ける中

で、ソーシャルワークの支援の見えにくさを痛感し、ソーシャルワーカーが何をしている専門職であるか社会に発信するた

めに言語化する必要があると感じ、大学院で学びたいと思うようになりました。現在は大学で福祉を教える教員をしていま

すが、学生時代は発言・発表が苦手でした。しかし、院生時代に少人数の学生とのディスカッション、教員と一対一のディス

カッションを繰り返し経験したことで、自分の考えや意見を論理的に話せるようになり、プレゼンテーションやディスカッショ

ンを通して研究を深めたことは、論文執筆やゼミ指導など、今の仕事にも大変役立っています。

　また、院生時代は育児休業中であったため、オンラインや子どもを連れて授業に臨んだこともありました。限られた時間

での学びは、大変なこともありましたが、時間の使い方を見直すきっかけにもなり、今後の人生において、とても良い経験と

なりました。今後もソーシャルワークの現場で働きながら、博士論文の研究を発展させ、社会に貢献したいと考えています。

勤務先：関西福祉科学大学 講師

中間発表会
　研究者には自律性が求められます。それは、他者の意見を聞かず、自分の主張を押し通すことでは

ありません。面倒で複雑な（さまざまな立場からの、安易な妥協はしない）議論こそが研究者としての

スキルアップにつながると信じます。

　本専攻では、ゼミの枠を越えて、年に2度、大学院生と教員による中間発表会を行っています。また、

博士論文提出のまえに、草稿を発表する場を設け、論文をブラッシュアップする機会にしています。

特色ある取り組み

臨床福祉学専攻 博士後期課程の修了には所定の

授業科目２０単位以上の履修が必要です。また、必

要な指導を受けたうえで博士論文の審査および

最終試験に合格することが必要です。

修了要件

博士後期課程（社会福祉に関する）を単位修得後

に満期退学され、博士論文の草稿を用意できる方

には、編入の制度があります。

編入制度

博士後期課程は昨年度に開設22周年を迎えまし

た。これまでに課程博士25名、論文博士1名を輩

出し、それぞれの分野の第一線で活躍しています。

学位取得者

論文作成の流れ

準備 3年次

これまで26名の博士（論文博士1名を含む）を輩出し、大学の教員あるいは施設の長などとして活躍しています。
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就職に関する情報

■ 社会福祉専攻の大学、短期大学、専門学校における教員
■ 行政の企画調整分野・健康教育担当分野における職員
■ 各種社会福祉施設など・地域福祉サービス機関管理者
■  精神科病院、大規模病院のソーシャルワーカー兼研究
員・施設長

■ 生命保険会社などの研究所の研究員
■  ウェルビーイングの保証を標榜する民間企業の研究員
（たとえば、住宅・家具・自動車・コンピュータなどのヒュー
マンインターフェイスを構築する企業）

福祉のあらゆる分野に活躍のフィールドが開けます。
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